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②-2「健全な危機意識の醸成」におけるメカニズムと課題

導き出される課題典型的理解・意識

全く関心の無い人

企業企業

個人個人

オピニオン
リーダー

オピニオン
リーダー

・温暖化現象は起きているが、将来の問題
・対策を自分がやっても変わらないだろう
・何をすれば良いのか分からない

・正しい科学的知見が不足
・気候変動対策への切迫感がない
・京都議定書目標への不平等感を抱く
・京都議定書への目標達成への諦めが蔓延

情報提供により温暖化防止活動における態度変容が期待できる層

③ 目標達成に向けた
“自分も貢献できる感”の創出

③ 目標達成に向けた
“自分も貢献できる感”の創出

② 受信者の身近な素材での
温暖化影響情報の提供

情報翻訳（自分事化）

② 受信者の身近な素材での
温暖化影響情報の提供

情報翻訳（自分事化）

① 最新の科学的知見の提供
誤解･理解不足内容の

把握と必要情報
（根拠･科学的知見）収集

① 最新の科学的知見の提供
誤解･理解不足内容の

把握と必要情報
（根拠･科学的知見）収集

科学的知見に基づいた健全意識を醸成する必要性があります。科学的知見に基づいた健全意識を醸成する必要性があります。

本気で削減行動するためには・・・
「温暖化現象が既に危機的状況にある」「今行動しないと間に合わない」
という２つの意識が必要。しかし、国民全体でその意識が不足しています。

本気で削減行動するためには・・・
「温暖化現象が既に危機的状況にある」「今行動しないと間に合わない」
という２つの意識が必要。しかし、国民全体でその意識が不足しています。

そこで・・・
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各企業・団体が保有する環境意識啓発コンテンツを活用して効果的なタッチポイントで露出を行い、更なる環境意識
の啓発を行います。

②-5「健全な危機意識の醸成」における連携企業・団体の拡大

国
民

（※）

国
民

（※）地域・団体

ﾒﾃﾞｨｱ連携

経済団体
賛同企業

「各種団体」 「賛同企業」（実績） 「フォロワー賛同企業」（目標）

図表.健全な危機意識の醸成における連携拡大図
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②-6「健全な危機意識の醸成」 における全体計画および現時点での進捗状況（１/2）

健全な危機意識の醸成
主要ﾏｲﾙｽﾄｰﾝ

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

平成18年度

施策 連携先

交渉も含めた準備期間

環
境
省
主
体
事
業
（真
水
）

進捗
状況

○：協力依頼済
凡例 ◎：企画詳細内容検討中

△：交渉準備中

◎日本気象協会

平成19年度

⑨地域ごとの温暖化の影響(被害)情報の開発

⑬人気イラストレーター「上大岡トメ」
チーム・マイナス６％Webサイト
連載＆単行本出版企画

⑦環境関連映像のアーカイブ化
放送人環境ネットワーク（仮）の設立

⑩環境goo共同プロジェクト
環境goo ＲＳＳリーダーを活用した環境情報の配信

①デイリーCO2排出量情報の可視化（＝アイコン）
プログラム開発と、ＴＶ局･新聞社への配信

⑪気象キャスターネットワークを活用した
報道に使われやすいコンテンツの作成
および、天気予報番組での活用促進

⑫『京都議定書１０周年企画』
民放キー５局+新聞中央５紙合同企画
『これが日本の地球温暖化防止生活！
チーム・マイナス６％が世界を救う！！』（仮）

上大岡トメ

国立環境研究所、WWF、
FoE Japan等

民放連
NHKエンタープライズ

○

△

△

goo

△

◎

気象キャスターネットワーク

⑥年越しカウントダウンコンサート

テレビ局、新聞社、チーム員企業

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間 ⑩

⑥

⑦

⑤

⑨

⑧

交渉も含めた準備期間 ⑪

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

⑫

⑬

③もしも地球人全員があなただったら～TM6取り組み
実施が温暖化防止にどう寄与するか可視化～

⑧「An Inconvenient Truth」試写会による
オピニオンリーダー啓発

UIP
環境メディアフォーラム

アーティスト

チーム・マイナス６％WEB ○

②空から見る地球の悲鳴 Google社、パスコ社

クリスマス 成人の日 バレンタイン ホワイトデー

④エコ・ペディア チーム・マイナス６％WEB ◎

③

②

①

⑤「こどもチーム員」特別特派員で作る
「こどもチームマイナス６％新聞」

チーム・マイナス６％WEB ◎

④

⑭真木 蔵人ファミリー
「チーム・マイナス６％」日本全国エコの旅

タ
イ
ア
ッ
プ
・

連
合
広
告
・事
業

真木 蔵人ファミリー
ラジオ局、出版社

交渉も含めた準備期間

△

◎

△

○

○

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

⑭

※ブルーは、予算策定に反映されている施策です。
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②-6「健全な危機意識の醸成」 における全体計画および現時点での進捗状況（2/2）

健全な危機意識の醸成
主要ﾏｲﾙｽﾄｰﾝ

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

平成18年度

施策 連携先

交渉も含めた準備期間

進捗
状況

○：協力依頼済
凡例 ◎：企画詳細内容検討中

△：交渉準備中

○
チーム・マイナス６％

チーム員企業

平成19年度

22 リアルマイロク先生派遣

26 子供番組と連携した
地球温暖化防止啓発ソングの開発

⑳「動物園」 ～動物が困っています～

⑮危機意識映像の拡充と上映タッチポイントの拡大

24  エコ・カレンダー

25  環境の本を売る
～ 「エコ読」フェア主要書店で開催 ～

メディア各社

県センター、地域の教育委員会
地域学校

動物園

△

チーム員各企業、各団体

⑲ウェザーニュース社とのコラボレーション

トーハン、出版各社、書店
松下電器

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

23

⑲

交渉も含めた準備期間 ⑳

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間 22

交渉も含めた準備期間 21

交渉も含めた準備期間 24

交渉も含めた準備期間 25

交渉も含めた準備期間 26

⑰富士山の展望台で
「地球温暖化による異変の現状」を
“ゆく年くる年”の年越し番組内で訴えかける

21 「うたとおどり」を通したマイロク啓発
各テレビ局、幼稚園

保育園

ウェザーニューズ社

テレビ局

⑯環境活動放送人大賞 民放連、テレビ各局 交渉も含めた準備期間

クリスマス 成人の日 バレンタイン ホワイトデー

⑰

⑯

⑮

⑱ブレインショック演出を活用した
日本水没マップによる危機意識醸成コンテンツ

茨城大学
チーム・マイナス６％WEB ⑱

27 マイロクをウォッチしているメディアとの連携を更に強化
マイロク仮想温暖化環境ジャーナリストの会
～「マイロクジャーナリストネットワーク」～の立ち上げ

連
携
事
業

BSフジ、ポニーキャニオン

△

△

◎

△

△

△

△

◎

○

○パ
ブ
リ
シ
テ
ィ

※ブルーは、予算策定に反映されている施策です。
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②-7「健全な危機意識の醸成」における想定効果

施策 想定効果評価基準 目標

合計 CO2削減量：約40万t

図表「健全な危機意識の醸成」における想定効果

地球温暖化
防止関心度※１

地球温暖化防止関心度増加数（409万人）※１ ×「６つの取組」の実践による削減量
（97kg）※２

※1 地球温暖化防止大規模「国民運動」推進事業における「浸透度把握調査」月次レポートより、
平成18年４月と７月を比較し、増加した人数と同規模の増加を想定

※2 「一人が「６つの取組」全て取り組んだ場合の削減量を580kg/年とし、そのうち1つの取組は実践
すると仮定 （環のくらし参考）
取組1. 冷房を1度高く、暖房を1度低くする ：31kg
取組2. シャワーの1分間の出っ放しを抑える ：65kg
取組3. 1日5分のアイドリングを止める ：39kg
取組4. 新しい家電製品を購入する際には「ｴｺ製品」を選ぶ ：300kg
取組5. 買い物の際に専用ﾊﾞｯｸﾞを持参する ：58kg
取組6.コンセントをこまめに抜く ：87kg

計 約40万t

※あくまでもこれら数値は様々な指標から算出した試算値であり、今年度の削減目標値



Copyright © 2006 Hakuhodo All Rights Reserved. STRICTLY CONFIDENTIAL

③ チーム員数を平成18年度中に100万人にするための
効率的かつ効果的な方法の検討・実施
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現受託業者だからこそわかる「国民運動」推進のポイント：その⑤

「チーム員100万人の登録推進」にあたって

• 個人チーム員登録の推進は、大口のネットワークがあったとしても、そ
の実現に多くの人手と時間がかかる地道な作業です。

• とある企業のケースを例にお話しましょう。この企業に従業員のチーム
員登録をお願いすると、まず「法人企業登録だけではダメなのか？」
「従業員が登録してどんなメリットがあるのか？」という反応が返って
きました。ようやく企業のトップまで説得すると、今度は「登録するに
は作業が煩雑すぎる」という問題が発生。全ての問題がクリアするまで
に、担当者とは実に三十回近い打ち合わせが必要でした。しかし、これ
までの経験から言って、これは決して特異なケースではありません。

• 個人情報の扱いにも細心の注意が必要な昨今の環境の中で、チームへの
参加を呼びかけ、60万人を超える登録を実現できたのは、事業開始当初
から事務局としての活動を続けてきたことによる信頼性と、登録をしや
すくするインフラ整備も並行して進めてきたからこそだと考えます。

• 既に我々は前期にも数多くの登録準備を仕込んでいます。加えて、後期
以降も効果的な登録スキームを構築しながら、今期中の100万人達成を
お約束します。


